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概要  

 時間割作成や集配スケジュール作成など「何をどの順番で行ったら良いか」を考える

問題は実社会において頻出する問題かと思います。オペレーションズ・リサーチとは、

例えば、このようなスケジューリング問題に対して、数学を使って答えを導き出そうと

する研究分野です。数学を使って問題を解くためには、問題を数式で表現したり、スケ

ジュールを定量的に評価できる必要がありますが、それらは研究を共に進めていく中で

解決していきます。 

 オペレーションズ・リサーチが対象とする問題は、スケジューリング問題に限りませ

ん。コンテナへの荷物積み込みなど、たくさんある（あり過ぎる）組合せの中から最適

なもの（状態）を選ぶというは、オペレーションズ・リサーチが得意とするところです。

これらは組合せ最適化問題などとも呼ばれますが、オペレーションズ・リサーチでは、

それらの解法が精力的に研究され、多様な解決手段が用意されています。それらの強力

な方法を使えば、これまで得られなかったより良い答えが得られるかもしれません。 

応用例  

数理計画法を用いた橋梁の架け直しスケジューリング 

共同研究・受託研究の実績  

社会インフラシステムの開発企業との交通分野における数理的手法の応用に関する 

研究 
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